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なりますが、地域の状況を互いに知ることは大

切です。今回の地震での教訓を共有できる内容

を企画いたしますので、皆様の参加をお待ちし

ております。 

次に、2019年度に新たに始める「リーダーシ

ップ研修」をご紹介します。これは教育委員会

が企画しているものです。もともと札幌第 2支

部では北海道の委託事業として「看護補佐研

修」を長年行ってきました。この研修には毎年

全道から多くの参加者があり、そこから見えて

きたのはマネジメントについての学習ニーズ

です。看護ケアを展開するには役職に関係な

く、看護師一人一人にマネジメント力が必要で

す。2 日間と短い期間ですが、ケアの専門家と

してのリーダーシップ育成に貢献できればと

考えております。その他、札幌 4支部合同の会

員懇談会や管理者懇談会、保健師・助産師・看

護師職能による研修会及び交流会など支部事

業を予定しております。皆様の積極的な参加を

お待ちしております。 

 

 最後に会員の皆様のご健闘とご活躍を心よ

りお祈り申し上げるとともに、今後も支部運営

にご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上

げます。 

 

 

浅春の候、札幌第 2支部会員の皆様におかれ

ましては、ますますご健勝のこととお慶び申し

上げます。2月17日に行われた支部大会におい

て支部長に再任されました田中でございます。

地域包括ケアシステムが推進される中、ケアを

担う看護職の役割の大きさを踏まえると、ます

ます支部長の重責に身の引き締まる思いです。

会員の皆さま並びに役員の方々のご支援を頂

き、職務を果たせるよう一心一意努めたいと存

じます。皆様どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 さて、札幌第2支部では 2018 年度、新たな

取り組みとして災害研修を行いました。7月21

日に、ACUにおいて災害拠点病院での災害訓練

や、看護部での独自の取り組みを紹介してもら

いました。災害の準備には終わりはなく、常に

危機意識を持って取り組むことの重要性を学

びました。奇しくもその後に北海道胆振東部地

震、全道一円のブラックアウトが発生しまし

た。改めて被災された方々にお悔やみ、お見舞

い申し上げます。札幌第2支部の地域は比較的、

被害が少なかったことと思います。しかし会員

の皆様におかれましては、食事や排泄、清潔な

ど日々の生活を守るべく様々なご苦労があっ

たことと存じます。災害に同じ災害はないと言

われます。9月の地震も季節、時間が違えばま

た様相の違う災害になったことは容易に想像

できます。地域の人々の健康を守る私たちは、

看護職としてこれからも災害の備えに努めな

ければならないと痛感しました。そこで、今年

度も災害研修・交流会を行う予定です。施設の

事業内容によって災害の備えるべき内容は異 

 

支部長あいさつ 
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副支部長として3 期 6 年目を

迎えることとなりました。よろ

しくお願いいたします。 

 2025年を見据えた社会保障制

度改革が進む中、平成30年4月

の診療報酬改定は、医療・介護

の同時改定となり、人生 100年

時代を見据えた社会の実現が 

求められています。地域包括ケアシステムの構築

と医療機能の分化・強化、連携推進における看護 

 

 

 

職の役割発揮がますます期待されていると感じ

ます。『時々入院、ほぼ在宅』を推進する際にも

『看護の心』を見失うことなく、看護職も様々な

ことに挑戦しながら変革していくことが必要と

考えます。 

札幌第2支部では多くの方にご参加いただける

よう、医療・看護情勢に即した内容で研修を企画

していきたいと考えています。今年度も魅力ある

支部運営に努めてまいりたいと思います。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 

 

菅原ひろみ 
副支部長 

はじめまして。2019年度から

1期2年間、副支部長を務めるこ

とになりました北海道脳神経

外科記念病院の千田典子と申

します。今までは研修会に参加

するだけの立場でしたが、これ

からは研修会を企画･運営する

役割を頂きました。研修会を開 

催することは看護の力を高める方法のひとつで

す。地域包括ケアシステムの構築が叫ばれるなか

で、地域包括ケアシステムって何をすることなの 

 

 

か良く分からず、どこか身につまされる感覚が無

いように思います。それを具体的に形にしていく 

ためにも、それぞれの看護職の皆さんと共に学び、

看護の力を確認しながら求められる専門性を誇

りに思い、地域で暮らす方々を支えるという役割

を考えられる集まり（研修会）にしたいと思って

います。地域の見知らぬ看護者同士が気軽に話か

けられる機会にし、第 2支部の皆さんが元気に明

るくその力を発揮できる職能集団になれるよう

支部長をはじめ皆さんにご指導を頂きながら役

目を果たしていきたいと思っております。 

 

 

平成30年10月27日(土) 医療安全交流会を開催し

ました。この交流会は、地域のネットワークや情報

共有を通して、現場の医療安全課題の解決につなげ

ることを目的に毎年行っています。 

今年度のテーマは『転倒転落に対する取り組み－

施設での予防から事故後の対応まで－』としました。

講師に、札幌医科大学附属病院 医療安全部 GRM 佐々

木純子先生と、医療法人北仁会旭山病院 看護師長  

奥田ゆかり先生の2

名を迎え、医療安全

の視点からの現状

分析と対応につい

て最新の知見を得

たり、現場で転倒転

落をどう予防し、発

生した場合の対応

や報告、その後のケ 

副支部長あいさつ 

アへどう活かすのか等、現場でいま最も欲しい知識

を得られる貴重な講義でした。 

当日は朝から激しい雨が降り携帯電話のアラーム

が鳴りやまないほどでしたが、欠席者もほとんどな

くグループワークも活発で、他施設との情報共有や

相談などでのフリートークも弾み、好評でした。 

札幌第 2 支部 医療安全交流会  平成 30年 10月 27日(土) 

➋ 

千田典子 
副支部長 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップアップ看護研究研修  平成 30年 11月 10日(土) 

11月10日（土）に2回目の「ステップアップ看護研

究」を開催しました。この研修は7月に開催した研修

の続編で、1 回目で作成した研究計画書をもとに研究

の進捗状況や論文の作成にむけての確認を行いまし

た。研究の助言として引き続き、札札幌医科大学保

健医療学部看護学科の田畑久江先生、仲田みぎわ先

生にお越しいただきました。 

11 名の方が参加し2つのグループに分かれ、施設ご

とに助言をいただきました。各施設では日々の業務

を行いながら研究を進めていたことが伺えました。

アンケートやインタビューのデーターを持ち寄りな

がら、結果の妥当性や考察の視点など助言の先生と

話し合いました。また、学会発表や院内発表を視野

に論文の作成・構成なども熱心に聞いていました。  

参加された方は、「大変だったけど、とても勉強に

なり、研究をやって本当に良かった。すごくモチベ

ーションが上がりました。」と話される方もおり、全

2 回を通して、研究に取り組む意欲を高められた研修

会となりました。 

「施設間交流研修」のご案内 
 

本年度より、「小規模病院等施設間交流研修」から「施設間交流研修」と変更し、

研修を予定しております。受け入れ先がまとまり次第、ご案内させて頂きます。

みなさまの参加をお待ちしております。 
 

目 的 病院等に働く看護職員が、施設間交流・実地研修を行うことにより、看護の

質の向上や業務改善に努めるとともに地域内連携を促進し、ネットワークの

充実を図る。 

主 催 公益社団法人北海道看護協会、公益社団法人北海道看護協会札幌第 2支部 

受講対象者 病院、有床診療所、訪問看護ステーション及び介護保険施設等に就業してい

る看護職員。会員以外も対象とする。 

 

《 編集後記 》 
 
平成最後の「あじさい」の発行となりました。 

私事ですが、広報出版委員として 3 期 6 年目を迎えます。初めは、何もかもがメールのでのやり取り

で多少の不安を抱えながらも 1 年 1 年、仲間たちの協力のもとで自分なりに成長できたかなと自負し

ております。任期最後の 1年も頑張って努めていきたいと思います。 

広報出版委員  Ｈ・Ｔ                     

 ➌ ➌ 


